
ワーク‧ライフ‧バランス

ホーム サステナビリティ 社会 ワーク‧ライフ‧バランス

ワーク‧ライフ‧バランスの考え方

❶ メリハリの利いた仕事の仕方を推進し、残業削減‧年休取得を促進して、そこから生み出される時間を自己啓発、家族や地域社会とのかか�り�

ど、仕事以外に使えるようにする

❷ 従業員が結婚‧出産‧育児とい�た&�"�$( に直面しても、乗り越えてい�ことの�きる働き方の多様性を確保して次世代育成に資する

ことを目的に有効な方策を実行しています。

各休暇制度の拡充を図り、2023年に年次有給休暇の付与日数を増加さ

せ、4月入社であれば入社�8日付与から14日付与、入社2年�（暦年�）

は15日付与から20日付与とし、以降毎年20日付与としました。

2023年に不妊治療休暇を新設し、10分単位での利用を認めるなど、柔軟

な働き方の支援をしています。また育児‧介護中の社員に�いては在宅

勤務の月上限日数を緩和（8日⇒12日）しています。

さらに2025年はリフ[ッシW休暇を創設しました。今後もより一層のワ

ーク‧ライフ‧バランス推進に取り組んでいきます。

さまざまなライフイベントに対する就業支援

当社は、従業員の出産‧育児といったライフイQンDと仕事とを両立することができる環境づくりに力を入れています。法定を上回る制度を施行す

るとともに、情報の発信や外部サービスの導入により、就業支援の充実を図っています。

〈ハンドブックの公開〉

仕事との両立に�いて、RインDをまとめたハンドブックを公開しています。

キャリアと育児の両立支援（女性社員向け‧男性社員向け‧上司向け）

仕事と介護の両立支援

〈福利厚生サービスの導入〉

育児や介護中の従業員が安心して働ける環境を整えるため、福利厚生サービスを導入しました。

相談ダイヤル（育児‧介護‧健康‧メンタルなど）

育児応援サイD

各種費用割引

〈健康情報の発信〉

生活習慣に起因する三大疾病や、年齢とともに注意したいこと、多様な人材が活躍できる職場環境づくりに関する情報を発信しています。

ViVa健康！ 極力定期便（重病リスクの低減編‧生産性の維持向上編‧職場風土の醸成編）

ViVa健康！ 極力定期便

〈従業員のH6ハ6共有〉

ワーク‧ライフ‧バランスを実�維持するために実施している『両立の工夫』を従業員から募集し、RータルサイDで紹介しています。育児‧介

護‧病気などと仕事の両立に�いて、具体的なH6ハ6を知ることができます。

育児との両立：家事の分担、外部育児サービスなど

介護との両立：介護タクシー、訪問診療など

※ここでいう一般社員とは、当社単体における管理社員を除く常昼勤務の社員です。

お問い合わせ

Global キーワード検索

会社情報 サステナビリティ IR情報 研究開発 製品情報 採用情報
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ライフイベントに対する就業支援の制度利用者の声

育児休暇の取得で家族の絆が深まり、自分自身の成長も実感できた

2025年1月に待望の第一子が誕生しました。夫婦で相談を重ねた上で、

年明けから在宅勤務や有給休暇を活用し、育児休業は暫定的に3月末ま

でとする計画を立てました。

このような計画と、状況次第では延長も検討したい旨を上司にお伝えし

たところ、「おめでとう！」と祝福され、快く了承していた�きました。

また、子どもが生まれた際にも多くの方から祝福の言葉をいた�きまし

た。そのような周囲の温かいご対応に感謝しながら、育児休業に入るこ

とができました。

育児休業中は、KーDFーと幸せな気持ちを共有しながら、大変なこと

も協力し合い、周囲の方々の助けを借りながら乗り越えていきました。

日々、子どもがすくすくと成長していく姿を見守る中で、喜びと感動を

味わう日々を過ごしました。その結果、「育休を取ってもらって本当に良

かった」とKーDFーから言葉をもらえるほど、家族の絆をより深める

ことができました。

育児休業から復帰した後も、M[B:ス制度を活用しながら家庭の時間

を大切にしつつ、仕事にも一層集中して取り組めるようになったと感じ

ています。

情報通信材料研究所　井上和紀さ2

「くるみんプラス」に認定

当社は、子育てと仕事の両立に関する取り組み、および、不妊治療を支

援する取り組みが総合的に評価され、2024年度に「くるみ2Pラス」認

定を受けました。

2023年度に引き続き、男性従業員が育休を取得することができる風土を

醸成すべく、育児と仕事の両立支援教育や、当事者の声の紹介を実施し

ました。また、不妊治療を受けながら安心して働き続けることができる

環境を整備するため、不妊治療休暇制度を2023年度に新設したほか、e-

ラーニングにより、職場の上司‧同僚の理解促進に努めました。

次世代育成支援認定マーク「くるみんプラス」

※くるみんプラス認定とは

「くるみ2」は、次世代育成支援対策推進法に基づき、一定の基準を満たした企業が「子育て<RーD企業」として、厚生労働大臣の認定を受ける

ことができる制度です。「くるみ2Pラス」は、2022年に新設された制度で、不妊治療と仕事の両立に取り組む企業を認定する制度です。

就業を支援する諸制度（法定以上の制度）

出産‧育児に関する諸制度

法定以上の制度 内容

出生時育児休業制度 男性の育児休業取得促進のため、初めの5日を有給（100�）とする（産後8週間以内）

育児休業とは別に取得可能

育児休業制度 子どもが2歳になるまで取得可能

始業時刻の変� 始業時刻を1時間を上限として30分単位で繰り上げ、=るいは繰り下げることができる（小学校6年生まで）

治療との両立：オンライン診療など
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ライフイベントに対する就業支援の制度利用者の声

育児休暇の取得で家族の絆が深まり、自分自身の成長も実感できた

2025年1月に待望の第一子が誕生しました。夫婦で相談を重ねた上で、

年明けから在宅勤務や有給休暇を活用し、育児休業は暫定的に3月末ま

でとする計画を立てました。

このような計画と、状況次第では延長も検討したい旨を上司にお伝えし

たところ、「おめでとう！」と祝福され、快く了承していた�きました。

また、子どもが生まれた際にも多くの方から祝福の言葉をいた�きまし

た。そのような周囲の温かいご対応に感謝しながら、育児休業に入るこ

とができました。

育児休業中は、KーDFーと幸せな気持ちを共有しながら、大変なこと

も協力し合い、周囲の方々の助けを借りながら乗り越えていきました。

日々、子どもがすくすくと成長していく姿を見守る中で、喜びと感動を

味わう日々を過ごしました。その結果、「育休を取ってもらって本当に良

かった」とKーDFーから言葉をもらえるほど、家族の絆をより深める

ことができました。

育児休業から復帰した後も、M[B:ス制度を活用しながら家庭の時間

を大切にしつつ、仕事にも一層集中して取り組めるようになったと感じ

ています。

情報通信材料研究所　井上和紀さ2

「くるみんプラス」に認定

当社は、子育てと仕事の両立に関する取り組み、および、不妊治療を支

援する取り組みが総合的に評価され、2024年度に「くるみ2Pラス」認

定を受けました。

2023年度に引き続き、男性従業員が育休を取得することができる風土を

醸成すべく、育児と仕事の両立支援教育や、当事者の声の紹介を実施し

ました。また、不妊治療を受けながら安心して働き続けることができる

環境を整備するため、不妊治療休暇制度を2023年度に新設したほか、e-

ラーニングにより、職場の上司‧同僚の理解促進に努めました。

次世代育成支援認定マーク「くるみんプラス」

※くるみんプラス認定とは

「くるみ2」は、次世代育成支援対策推進法に基づき、一定の基準を満たした企業が「子育て<RーD企業」として、厚生労働大臣の認定を受ける

ことができる制度です。「くるみ2Pラス」は、2022年に新設された制度で、不妊治療と仕事の両立に取り組む企業を認定する制度です。

就業を支援する諸制度（法定以上の制度）

出産‧育児に関する諸制度

法定以上の制度 内容

出生時育児休業制度 男性の育児休業取得促進のため、初めの5日を有給（100�）とする（産後8週間以内）

育児休業とは別に取得可能

育児休業制度 子どもが2歳になるまで取得可能

始業時刻の変� 始業時刻を1時間を上限として30分単位で繰り上げ、=るいは繰り下げることができる（小学校6年生まで）

治療との両立：オンライン診療など

法定以上の制度 内容

短時間勤務 所定内労働時間を2時間の範囲内で短縮可能（小学校6年生まで）

フレックスタイムとの併用可

子の看護等休暇 子どもが一人のときは年5日分、二人以上のときは年10日分

年次有給休暇および看護欠勤とは別に与える（小学校6年生まで）

（1）負傷、疫病のとき　

（2）予防接種や健康診断を受けるとき

（3）感染症に伴う学級閉鎖等

（4）+園（+学）式、卒園式

積立年次有給休暇の使用が可能

通院休暇 妊娠中、出産後に保健指導、健康診査のた&に休暇の取得可

積立年次有給休暇の使用が可能

出産休暇、時間外労働免除、時間外労働の制限、深夜業の制限は法定どおりとする

介護に関する諸制度

法定以上の制度 内容

介護休業制度 合計休業期間は1年とし、3回まで分割取得が可能

始業時間の変更 始業時刻を1時間を上限として30分単位で繰り上げ、=るいは繰り下げる�とができる

介護のた&の短時間勤務 所定内労働時間を2時間の範囲内で短縮可能

フレックスタイムとの併用可

介護休暇 対象家族が一人のときは年5日分、二人以上のときは年10日分を10分単位での取得可能

積立年次有給休暇の使用が可能

時間外労働免除、時間外労働の制限、深夜業の制限は法定どおりとする

不妊治療に関する制度‧働きやすさに資する諸制度

法定以上の制度 内容

不妊治療休暇 年5日分を10分単位で取得が可能

積立年次有給休暇の使用が可能

在宅勤務制度 原則1か月につき8日まで自宅での勤務が可能

ただし、下記のものは1か月につき12日までとする

‧小学校6年生までの子をもつ者

‧要介護状態の家族の世話をする者

積立年次有給休暇 次の場合に使用可能

‧連続3日以上の私傷病により休むとき

‧が2治療による通院等については1日単位で使用可能

‧子のた&の看護休暇‧通院休暇‧介護休暇‧不妊治療休暇‧看護欠勤

‧各種検診の受診により休むとき

人間ドック、子宮が2検査、乳が2検査、再検査、精密検査など

エフ休暇 生理日およびPMS（月経前症候群）による就業困難な女子社員を対象とし、月2日の休暇手当を付与

その他、時間単位年休制度やフレックスタイム制度を設けている

サスCFLYCィに関するお問い合わせ、資料請求は��*-
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